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将軍姫君の絵画稽古と御絵師の役割
一九
はじめに
　
近年の「奥」に関する研究は、長野ひろ子氏の論文を端緒として
大きく進展した。すなわち、将軍家・大名家の女性家族と御附の女中・男性役人は、近世幕藩制国家の政治 権力構造のなかに組み込まれており、公的儀礼や奥向きの交際などを通して、重要 政治的役割を果たしていたことが明らかにされてい
る（１）
。さらに、畑尚子氏
は大奥の成り ちについて、 「表向において 幕府が家格と儀礼により大名を統制するようになったとき、大奥もまた公儀権力と一体化し、大名統制 枠に組み込まれ いったと見ることができる
」（２）
と
説明している。　
こうした研究動向の中、将軍姫君に関しても、その制度的位置づ
けや政治的役割が明らかにされてい
る（３）
。将軍の息女は大名の娘とは
区別されて「姫君」と尊称され、大名家に嫁しても将軍家の家族と
して特別に遇され
た（３）
。そのため、将軍姫君は他家へ入輿後、婚家で
ある大名家の江戸藩邸内に建てられた御守殿に住まい、幕府からも役人が付けられ
た（４）
。そして入輿後も将軍家の一員として贈答儀礼に
加わり、将軍家の威光を象徴する存在であり続ける一方、姫君としての特権を利用し、婚 利益にな ように将軍家に働きかけることもあっ
た（５）
。このように、将軍家に生まれた女性は、基本的に生涯
将軍家の「姫君」として、それにふさわしい行動をとることが求められたのである。　
では、こうした女性たちが「姫君」として必要な教養を身につけ
るための教育は、ど ようにしてなされていたのだろうか。また教育の結果得られた素養は、どのような場面で必要とされたのだろうか。将軍姫君が将軍家の威光を象徴する存在で な ば、それに相応しい教養を姫君たちに教え込むことは、将軍家にとっ 重要な課題となったはずである。例えば、将軍家定に嫁した敬子（島津斉彬の養女）は、 「柳営へまう ほり給ふによて、何くれの道々をも
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其おくをきはめ給はんとの御事にて、茶の道の台子真行草とも残らすつたへ侍りぬる」と、将軍家へ輿入れするに際し、茶道の奥義を一通り身につけ
た（６）
という。しかし、将軍家の女性たちにはなぜこの
ような教養が求められたのか、また将軍家では具体的 ど ように教育がおこなわれ のかという実態については、ほとんど明らかにされていないのが現状である。　
そこで本稿では、まず、将軍姫君の絵画稽古を事例として、他の
将軍子息らへの稽古内容と比較しながら、将軍家でおこなわれた子女教育の具体相を明らかにする。次に、そうした学習の結果制作された姫君の「御筆」が、幕藩制支配のなかでどのように機能していたのかを析出することにより、将軍家がその権威の維持をおこなうため、姫君にどのような役割 期待していた かを明らかにす 。　
将軍や子女たちの自筆画は、書初や初午の絵馬として描かれたり、
慶事の際の贈答品として利用された。 らに、歴代将軍 「御筆」は、宋元画や名物茶器などとともに「御道具」と 御数寄屋で管理されるものでもあっ
た（７）
。このように、将軍やその子女らの自筆画
は、将軍の威光を顕現する道具の一つ なっていたのである。　
なお、主な分析対象は、幕府の御絵師筆頭を勤めた木挽町狩野家
の狩野晴川院養信（一七九六～一八四六、文化八年〔一八一一〕二月から本丸および西丸 奥御用を勤め ）の『公用日記
』（８）
とし、特
に木挽町狩野家が筆
頭（９）
として活躍する家斉～家慶政権期を対象時期
とする。また本稿に いては、実子か養子かに関わらず将軍の娘に
あたる女子を「将軍姫君」とし、男子と女子とを併せて示す場合は「将軍子女」と表記する。
第一章
　
将軍姫君に対する絵画稽古
（１）絵画稽古の担い手　
将軍子女に対する絵画稽古は、将軍と幕府御絵
師
）（（
（
によっておこな
われた。御絵師の家には幕府の御用（表御用）の他に、将軍家の御用すなわち「奥御用」を仰せ付けられる特定の家が四家あり、そのなかでも筆頭に位置する家 御絵師が、将軍やその子女の 御稽古
」
）（（
（
を任された。
　
十代将軍家治の子女教育について、 『古画備考』に 「 （家斉
は）浚明院様に、御幼少より御弟子にて、 清書御覧有て、度々御誉被遊候由
」
）（（
（
とあり、家斉は家治に幼い頃から絵の手ほどきを受け
ていたことが知られる。一方、家治の養女（田安宗武の女）である種姫について 、 「浚明院様御絵の御弟子能遊ばし候と、御話有之
」
）（（
（
とあり、家治は姫君にも絵画稽古をほどこしていたこともわかる。また、天明七年（一七八七）十一月二十四日には栄川院 晴川院の曾祖父）が種姫の「御清書拝見」を仰せ付けられたことに対して褒美を下賜されてお 寛政二年（一七九〇）十月二十一日には、その清書拝見の任が 栄川院から嗣子の養川院へ変更せ ていることも知り得
る
）（（
（
。
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十一代将軍家斉の子女の場合をみると、世子家慶とその子家祥、
庶子斉彊（二十三男） ・斉裕（二十五男） 、女子溶姫（二十一女） ・末姫（二十四女） 、家祥の正室有君（鷹司政凞の女）もそれぞれ晴川院の稽古を受けていることがわかる（斉彊は、始めは晴川院の父伊川院に習う
）
）（（
（
。また、文政九年『日記』十月十八日条をみると、 「溶
姫君様御手本是迄
　　
公方様（＝家斉）御筆ニ而被
　
為進候所、
　
上
ニも御用多被為在候間、其御間無之、右ニ付御手本晴川認候様被
　
仰付
」
）（（
（
と、溶姫の「御手本」制作を、家斉に代わって晴川院が差し
出すようにと仰せ付けられている。つまり、家斉もまた自ら子女に絵画稽古をほどこしていたのである。　
以上から、少なくとも家治の子女から後は代々、木挽町狩野家
当主とその嗣子に、将軍子女への絵画稽古が仰せ付けられていることが知り得
た
）（（
（
。このように、姫君にも将軍世子と同様、将軍と幕府
の筆頭御絵師による絵画稽古がおこなわれていたのである。　
では、御絵師による将軍子女への絵画稽古はどのような方法でお
こなわれていたのだろうか。（２）絵画稽古の作法　
晴川院の『公用日記』をみると、御絵師による将軍やその子女ら
への絵画稽古には、主に二通りの性格のものがあること 知り得る。第一は、将軍子女らの作画の技能を上達させるため 訓練であり、第二は、贈答品などに供する絵画を制作するための指導であ
る
）（（
（
。同
じ自筆の絵であっても、前者の過程で将軍子女らが制作する絵は「御清書」と呼ばれるのに対し、後者において制作される絵は「御筆」や「御画」と呼ばれ、両者は区別され
た
）（（
（
。
　
訓練としての稽古は、基本的に、①「御手本」の依頼→②御絵師
による「御手本」の制作・提出→③御絵師による「御清書」の拝見→④出来が良ければ 点 を差し上げる／訂正すべき箇所があれば「御点」は差し上げず朱筆などで訂正して返上 その後書き直されたものに「御点」を差し上げる、という段階があ
る
）（（
（
。 「御点」と
は、朱筆で 清書」に「御点」の数だけ縦線を引いて示したもで、数が多くなるほど出来がよいことを指す。 「御点」 つけばその画題に対して一通りの稽古が済んだというこ になる。　
一方、 「御筆」制作のための指導は、基本的に、①「御手本」の
依頼→②御絵師による「御手本」の作成・提出→③御絵師による「御筆」の拝見、手直し、 「御仕立」 （天保七年『日記』八月二十九日条に「御仕立之 手入仕、御隈（隈取り こと）之御手入等仕」とあり、隈取りなどをして仕上げを施すことを指す 考えられる） 、ただし「御点」は差し上げない→④「御印」の選定、署名・ 「御印」の位置決め 押印という段階があ
る
）（（
（
。 「御清書」と「御筆」の
大きな違いは、後者には御点をつけないという点である。（３）姫君に対する絵画稽古の内容　
では、将軍姫君への絵画稽古は、具体的にどのようにおこなわれ
二二
ていたのか。次の史料は、狩野晴川院へ溶姫の清書拝見が初めて仰せ付けられた、文政九年（一八二六） 『日記』十月二十七日条の記事である。
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御（家斉附）
小姓頭取山木
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作守晴川江申達而云、
溶姫君様御清書、以来者度々晴川江拝見被仰候間御直し可差上候、尤更ニ遠慮無之申上候様
　
御沙汰之旨也、朱ニ而何ヶ
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右御認之内竹之形チゆがミ候様
　
上ニハ被思食、遠慮不仕御
直し可申上旨申達ス、則拝見之所、至極御見こと也
　
上意
も有之ニ付竹御直し上ル
　
右の史料から、第一に、溶姫の「御清書」は今後晴川院へ仰せ付
けられるので添削して返上するようにすること、第二に、遠慮無く何度でも稽古をおこない、分かりにくそうな部分は手本を示すこと、
第三に、手習などと同様、 「御古来之高下」にしたがって朱筆の「御点」をつけることが家斉から命じられていることがわかる。すなわち、将軍の命により、姫君に対して、将軍家が受け継いできた古式に基づく絵が教え込まれていたのである。また稽古は基本的に「御定日」 （ 「奥御用」を仰せ付けられた御絵師が出仕する定例日）におこなうことも記されている。例えば文政九年十月二十八日以降、十一月～十二月では、晴川院によ 溶姫の御清書拝見は十四日に及び、そのうち九日が「御定日」で出仕する日、残り五日は「御書溜御用」 、 「御鬮御用」などの御用のために出仕する日であ
る
）（（
（
。このよ
うに、実際は「御定日」に限らず晴川院が御用のために登城した際、御絵部屋に「御清書」が運ばれて拝見、添削 おこなわれたようある。　
さらに史料から、姫君の「御清書」は、居所である大奥から家斉
附御小姓頭取が取次となり、 「御広蓋」に載せて運ばれたこと 知り得る。広蓋は贈答品の授受などに使用された盆であり、稽古のために作成された絵とはいえ、姫君の自筆画は貴顕の作品として丁重に扱われた。晴川院は拝見後、 「御点」をつけ、必要に応じて朱筆の「御直し」を加えて返上して る。また 姫君の場合は、直接対面して言葉を交わすことがないので、綿密な書類での助言をおこなうことが重要となった。
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第二章
　「奥御用」としての絵画稽古
　
では、将軍姫君に対する絵画稽古は、どのような御用としておこ
なわれていたのだろうか。また、婚姻や他家相続のため将軍家を離れた後の子女の絵画稽古はどのようにおこなわれたのだろうか。本章では、将軍姫君への絵画稽古のあり方とその特徴を、将軍やその男子の場合と比較することで明らかにしたい。（１）江戸城における絵画稽古　
第一章でも述べたように、御絵師による将軍やその子女への絵画
稽古は、彼らが命じられた「奥御用」の一環としておこなわれたものである。この「奥御用」とは、 「 （本丸）奥御用」 「 （本丸）右大将様奥御用」 「 （西丸）大御所様奥御用」 ど、具体的には将軍、世子や大御所を
主あるじ
とする御殿の、奥向に関する御用のことを指
す
）（（
（
。そし
て、こうした 絵師による奥向の絵画制作 それぞれの御附 奥向き役人（御小姓頭取や御小納戸役人）が管轄してい
た
）（（
（
。また、特
に絵画稽古に関する「御手本」作成や「御仕立」の申し達し、 「御清書」 「御筆」の御絵師へ り次ぎは、基本的に御附 御小姓頭取の役目であったことが知り得
る
）（（
（
。さらに、これらの「奥御用」を
務める御絵師に対しては、毎年十二月、本丸お び において、御側御用 次の申し達 で定例 褒美が下賜され
た
）（（
（
。
　
また、江戸城大奥に居住する姫君への絵画稽古の場合も、基本的
に「奥御用」のための出仕日におこなわれる御用であり、御絵師への御用取り次ぎは、将軍附の御小姓頭取がおこなっていたことが第一章でみた溶姫の事例から明らかである。その一方、姫君への絵画稽古は将軍や世子に関する御用とは異なる内々の御用として扱われ、年末には将軍附の御小納戸頭取あるいは御小姓頭取の申し達しで、別途褒美が下賜されていたことも指摘でき
る
）（（
（
。ちなみに、こうした
御用のあり方は、すなわち、世子のための絵画制作においても見受けられる。世子に対する「奥御用」が、誓詞をともなう正式な形で御絵師に仰せ付けられていなけ ば 姫君 場合と同様、内々の御用として扱わ 、担当御絵師には別途褒美が下賜され
た
）（（
（
。
　
つまり、御絵師が「奥御用」として勤める御用のなかには、内々
の褒美を下賜 処理する御用があり、姫君に対する絵画稽古 そうした御用のひ つであった。こうして将軍 は、将軍附 御小姓頭取を取り次ぎとして、継続的に絵画稽古をおこなうためのルートが確保されていたのである。（２）婚姻・他家相続後の絵画稽古　
それでは、婚姻や他家相続のため将軍家を離れた後の子女の絵画
稽古は、どのようにおこなわれていたのだろうか。　
加賀藩前田家へ嫁いだ溶姫、広島藩浅野家に嫁いだ末姫の事例を
みると、将軍姫君は婚姻によって他家へ移っ 後も、筆頭御絵師に
二四
よる絵画稽古を受けていたことが知り得
る
）（（
（
。ただし、担当の御絵師
が他家屋敷に出向することはなく、基本的に父親である将軍が住む江戸城の御殿に御絵師が御用のため出仕した際、将軍附の御小姓頭取が御絵師 もとへ姫君の「清書」や「御筆」を取り次い 稽古がおこなわれ
た
）（（
（
。したがって、将軍が隠居して本丸から西丸へ住居を
移した場合は、姫君 稽古をおこなう場所も本丸から西丸へ移ることになっ
た
）（（
（
。将軍家の御用を担う御絵師は、その格式を保つため、
将軍家以外からの需めで絵画制作をおこなうことが制限された存在であっ
た
）（（
（
。つまり、将軍姫君は婚姻後も将軍の娘として遇されたか
らこそ、他家へ移って後も御絵師の絵画稽古を受けていたと考えられるのである。また、姫君から年末に下賜される絵画稽古への褒美の申し達しは、御守殿 の移徙 は姫君 附けら た御用人から書状によってお なわれ
た
）（（
（
。
　
これに対し、庶子の場合、斉彊の事例をみると、入家先が御三卿
（斉彊の場合は清水徳川家）であれば、その家屋敷に居を移した後も、筆頭御絵師による稽古を受けたようである。この 、姫君のそれとは異なり、御三卿の家屋敷へ御絵師が出向する とも許さた
）（（
（
。これは、御三卿が将軍家の部屋住として家族同様の地位に置か
れてい
た
）（（
（
ことによるものと考えられる。
　
以上のように、他家での絵画制作が制限された御絵師も、将軍家
の家族とし 扱われた者に対しては、絵画稽古をおこなった 将軍姫君は婚姻後も将軍家の一員 して遇されたこと り、婚姻に
よって他家へ移った後も、筆頭御絵師による絵画稽古を受けていたのである。
第三章
　
将軍権威の表出と御筆
　
では、将軍やその子女が絵を描くことには、どのような意味が
あったのだろうか。またその絵は、幕藩制支配のなかでどのような機能を果 していたのだろうか。（１）将軍の「御筆」　
それでは、将軍はどのような時に「御筆」を作成していたのだろ
うか。　
晴川院の『公用日記』によって、家慶の事例から確認しよう。家
慶の場合、天保八年（一八三七）前後と天保十二年（一八四一）頃に多く 「御筆」を制作している。前者は将軍の代替わりに際して、子息家祥・先代家斉とその正室（寔子、のち広大院）に贈ったもで、後者は家斉 死後 近臣や公家らに贈ったものである。　
家慶は代替わりに際して、自らの「御筆」を家祥に贈るため そ
の「御手本」の制作を晴川院へ仰せ付けた。その際「尤先年西丸江　
内府様御渡御之節
　
公方様御筆御掛物被為進候ニ付、其御振合ニ
而此度御認可被遊ニ付
」
）（（
（
ということになった。 「先年西丸江
　
内府
様御渡御之節」とは、寛政九年（一七九七）四月二十一日に家慶が
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世子として西丸へ移徙した折のことを指すと考えられる。つまり、「世子」としての立場が明確になった子息に対して、将軍から「御筆」の授与がおこなわれたのであった。つまり「御筆」は、将軍職の継承を象徴する贈答品として機能 ていたのであった。　
一方家慶は、自らの「御筆」を積極的に近臣や公家・天皇にも贈
ろうと考えた。　
近臣への下賜の事例は、老中四人（水野忠邦、土井利位、堀田正
睦、真田真貫）と御側御用人堀親寚に対するものがあ
る
）（（
（
。また、御
絵師狩野晴川院と「御小姓幷御小納戸頭取」に対するも も り、この時晴川院は、 「浚明院様（＝家治）御筆祖父・曾祖父拝領之後絶而無之、御当代様之御筆今日余（＝晴川院）始而拝領、本望之至り、我道之面目不過之也
」
）（（
（
と記している。御絵師だからこその感慨
もあったろうが、家臣として将軍の 筆」を拝領したという事実は、 「我道之面目不過之也」とまで言わしめるほどの誉れと認識されたのである。　
一方、家慶が天保十四年（一八四三）十月一日に作成した「日観
風葡萄（に）月」の墨画（絹地の大横物）については、当時江戸に参向していた門跡知恩院宮尊超か、あるいは、出来栄えにより「禁裏江被為進候哉之御品
」
）（（
（
と書かれている。つまり「御筆」は天皇へ
の贈答品として制作されることもあった。尾本師子氏は、天保十三年・十四両年に勅使・門跡への大規模な饗応があったことを指摘しそれは「幕府が改めて朝廷との交誼を固めるために執り行ったもの
である
」
）（（
（
と評価している。家斉の死後家慶は、 「御筆」を下賜品・贈
答品として効果的に用いることで、近臣たちや朝廷との結びつきを強化しようとしていたのであ 。　
さらに、幕府は「御筆」が市井に出回ることで、その価値が下が
ることを恐れた。例えば天保九年（一八三八）に綱吉の「御筆」をある浪人者が所持していた際は、 「御正筆ニ候得ハ御取上ケニ可相成
」
）（（
（
とした。また天保十三年（一八四二） 、奥右筆の黒沢正助が、家
宣の「御筆」を購入し、所持 ていた際は、 「御 之趣申唱候御品者売買可致筋ニ無之
」
）（（
（
のに買い求めたことが咎められ、黒沢に「差
控」が命じられている。このように幕府は、 「御筆」が市場に出回ることを禁じ、 「御筆」の価値を保全しよう いたのである。（２）姫君の「御筆」　
では、姫君の「御筆」はどのような場合に作成 れ、いかに機能
したのだろうか。　
晴川院の『公用日記』においては、姫君の描いた絵についても
「御筆」という尊称が与えられている。家治の養女種姫は、御附の奥女中に「御絵」を下賜してい
た
）（（
（
。また、時代は遡るが、元禄十六
年（一七〇三）三月、五代将軍綱吉の愛娘鶴姫 柳沢吉保の六義園に「御成」をした際、庭園に面した接待 中心的な座敷となる「義館」の床飾りと て、鶴姫自筆の絵が用 られ
た
）（（
（
。つまり、将軍
姫君の「御成」という大切な饗応儀礼 場に、姫君自身の「御筆」
二六
を飾り、その威光を視覚的に演出することで、主従間の強いつながりを確認しあったのである。佐藤豊三氏は、綱吉政権期には、将軍「御成」の際の床飾りとして、足利将軍家の伝統に倣って用いられてきた宋元画に代わり、将軍の「御筆」が用いられるようになったことを指摘してい
る
）（（
（
。このことは、当時将軍の「御筆」が、 「東山
御物」の宋元画にも匹敵する価値を有するものと認識されていたことを示している。姫君の「御筆」もまた、これに準ずるものであったと考えられる である。　
では、家斉の息女の場合はどうだろうか。晴川院の『公用日記』
から溶姫の事例 みることにしよう。　
溶姫が描いた「御筆」は、前田家への婚儀がおこなわれた文政十
年（一八二七）に制作されたものが最も多い 文政六年（一八二三）四月十一日に加賀藩十三代藩主前田斉泰への縁組みが発表され、文政十年十一月二十七日、彼女は前田家へ移徙し
た
）（（
（
。この時期の
「御筆」は、生家を去る溶姫が父家斉への進上品とし
て
）（（
（
、また老中
など臣下への下賜品とし
て
）（（
（
制作した餞別の品である。また、姫君が
これらの「 「御筆」を制作する際は、第一章第二節でみたように、御絵師は手本を作成し、仕上げの手入れ・押印をおこなうことなどに加え、一幅物として制作した二幅を双幅にして良いかどうかといった絵画の様式に関する助言もおこなってお
り
）（（
（
、姫君の「御筆」
が古式に則った仕上がりにな よう細かく指導をしていた。このように、姫君は御 師 助言を得ることで「御筆」 制作し、それを
婚姻という重要な慶事の贈答品として供したのである。また、溶姫は加賀家へ移徙後も「外江被進」ための「御筆」を制作し、晴川院に助言を求めて
る
）（（
（
。姫君の「御筆」は、婚姻後も将軍家の御絵師
の指導のもとで制作され、贈答品とされたのである。
おわりに
　
絵画は将軍が自ら子女に手ほどきするほど重要な教養と認識され、
奥御用を勤める御絵師のなかでも筆頭御絵師の家柄の者にそ 稽古が任された。将軍は、子女が制作する絵画の良し悪しを「御古来之高下」に従って採点させ たちが代々将軍家で受け継がれた伝統的な価値基準に忠実な絵、すなわち〝由緒正しき絵〟を描くように指導させた。このため、贈答品などに供される子女の「御筆」制作も、下書きの段階から押印に至るまで、逐一御絵師 助言を受けておこなわれた。御絵師は奥御用を果たすため 定期的 江戸城へ出仕しており、そのなかで子女が描いた習作の添削だけでなく、「御筆」制作の補佐もおこなっていたのである。　
また、御絵師による姫君への絵画稽古は、将軍家の「奥御用」の
一環としておこなわれる内々の御用であり、稽古に関する取り次ぎ役は、将軍あるいは大御所附の御小姓頭取が務めた。このような形で、大奥の姫君には、御絵師から継続的な絵画稽古を受ける めルートが確保されていた。
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二七
　
姫君の場合は、直接対面しての稽古をおこなうことができなかっ
たため、御絵師は書面で詳細な助言を加えたり、絵に直接訂正箇所を描き込んだりして、指導が十分におこなわれるよう将軍から入念な指示を受けていた。　
さらに、他家へ移徙した後の稽古については、庶子が御三卿へ移
徙した場合、御絵師が直接その屋敷に出向いて稽古をおこなったのに対し、女子の場合は御守殿であっても御絵師が他家に出向くことはなく、姫君の絵は江戸城に届けられて書面での稽古となった。しかし、姫君は婚姻後も将軍家の一員として遇されることにより、幕府の筆頭御絵師から絵画稽古を受けてい のである。　
将軍家の姫君に対して、他家へ移った後も将軍家の一員としての
絵画稽古が許されたのは、姫君が制作した自筆画も、将軍家の威光をまとった「御筆」として特別な価値を持ったから 他な ない。姫君の「御筆」は将軍のそれに準じた つ物として御成の際の重要な装飾品となったり、慶事 際 おける贈答品や家臣への下賜品となった。将軍家で 、姫君に将軍家伝来の絵画を恒常的に学ばせ、御絵師の指導のも が制作できるようにするこで、姫君に対しても、絵画を通して将軍家の威光を顕現させるという政治的役割を期待したのである。それ故、将軍家において御 師による将軍子女への絵画稽古が連綿としておこなわれたのであり、そうした営為が将軍権威を維持する文化的装置の創出を支えていたのである。
　　
注
（１）

長野ひろ子「幕藩制国家の政治構造と女性―成立期を中心に―」 （近世
女性史研究会編『江戸時代の女性たち』吉川弘文館、一九九〇年二月、のち長野ひろ子『日本近世ジェンダー論―「家」経営体・身分・国家―』吉川弘文館、二〇〇三年に収録） 、柳谷慶子「仙台藩伊達家の「奥方」―七代重村の時代を中心に」 （大口勇次郎編『女の社会史
　
17-
20世紀―「家」
とジェンダーを考える』山川出版社、二〇〇一年、のち柳谷慶子『近世の女性相続と介護』吉川弘文館、二〇〇七年に収録） 同 武家社会と女性」（大石学編『日本の時代史
16　
享保改革と社会変容』吉川弘文館、二〇〇
三年） 、松崎瑠美「近世武家社会のジェンダー・システムと女性の役割―近世中期の仙台藩伊達家を事例として―」 （ 『歴史』第一〇三輯、東北史学会、二〇〇四年九月） 、同 前期から中期における薩摩藩島津家 女性と奥向」 （ 『歴史』第一一〇輯、東北史学会、二〇〇八年四月） 、福田千鶴「近世中期における彦根井伊家の奥向」 （彦根藩資料調査研究委員会『彦根城博物館叢書６
　
武家の生活と教養』彦根城博物館、二〇〇五年） 、
畑尚子『徳川政権下の大奥と奥女中』 （岩波書店、二〇〇九年）など。
（２）

前掲注（１）畑著書、三九五頁。
（３）

将軍姫君については、久保貴子『徳川和子』 （吉川弘文館、二〇〇八年） 、
土田美緒子「竹姫入輿一件」 （ 『尚古集成館紀要』第一号、一九八七年）大塚英二「光友夫人死去に伴う公儀付人の召返しについて」 （ 『徳 林政史研究所研究紀要』第二十七号、一九九三年三月） 、斎藤鋭雄「江戸中期幕藩間の儀礼について―伊達宗村の結婚」 （ 『宮城県農業短期大学学術報告』第四十三号、一九九五年十二月） 、氷室史子「大名藩邸における御守殿の構造と機能―綱吉養女松姫を中心に―」 （ 『お茶の水史学』四十九号、二〇五年十二月） 、吉成香澄① 将軍姫君の公儀付人・女中 ついて―尾張藩主徳川斉朝夫人淑姫の事例から―」 （ 『徳川林政 研究所研究紀要』第四十四号、二〇〇九年） 、同②「将軍 君の婚礼の変遷と文化期御守殿入用―尾張藩淑姫御守殿を事例として―」 （ 『学習院史学』四十七号 九
二八
純子編『近世御用絵師の史的研究―幕藩制社会における絵師の身分と序列―』思文閣出版、二〇〇八年）を参照。
（
10）
幕府御絵師が、江戸城の障壁画など国家的権威の表象装置創出を職務と
する職能集団として、近世身分制度のなかに序列化され、組み込まれた存在であったことなどについては、前掲注（９）武田ほか編著者を参照。
（
11）
晴川院の『公用日記』では、 「被仰付御手本」 「御清書拝見」といった具
体的な記述が主である。ただし、文政十一年『日記』六月九日条では、伊川院が将軍家斉の子斉彊がいる清水家屋敷へ絵画教授に赴くことを「清水御屋形御稽古」と表現しており、手本の制作 清書拝見といった一連の絵画教授が「 認識されていたことが判明する。
（
12）
朝岡興禎著・太田謹増訂『増訂
　
古画備考』 （思文閣出版、 一九〇四年発
行、一九七〇年復刻、一九八三年再版）上巻「柳営
　
武家二」 「文恭院
（家斉） 」の項（一四四頁） 。
（
13）
前掲注（
12）書「柳営
　
武家二」 「種姫」の項（一四六頁） 。
（
14）
前掲注（８） 「公用扣」天明七年十一月二十四日条および寛政二年十月二
十一日条。
（
15）
子女の出生順や経歴については、 「徳川幕府家譜
　
坤」 （斎木一馬・岩沢
愿彦校訂『徳川諸家系譜
　
第一』続群書類従完成会、一九七〇年） ・ 「清水
篤守家譜
　
全」 （同右『徳川諸家系譜
　
第四』同右、一九七九年）に従っ
た。なお、 『日記』における絵画稽古に関する記事の初見と担当した御絵師は次の通り。家慶…文政六年二月十四日条（伊川院・晴川院） 、家祥…天保六年七月一日条（晴川院） 、斉彊…文政十年十月八日条（伊川院） ・文政十一年八月十七日条（晴川院） 、斉裕…文政九年七月二十四日条（伊川院・晴川院） 、溶姫…文政九年 月十八日条（晴川院） 、末姫…天保十年二月五日条（晴川院） 、有君…天保七年二月 。
（
16）
文政九年『日記』十月十八日条。
（
17）
ただし家治に対しては、幼少期から、木挽町狩野家ではなく中橋狩野家
の祐清英信とその娘屋代および嗣子永徳高信が絵の「御稽古」を勤めてお
年三月） 、前掲注（１）畑著書第一章第三節「将軍姫君と御付女中」など。
（４）

前掲注（３）大塚論文・氷室論文・吉成論文①②など。
（５）

前掲注（３）氷室論文。
（６）
 「和歌巻（天璋院所持） 」 （№
72、徳川記念財団所蔵、柳田直美解説、東
京都江戸東京博物館企画展示図録『徳川将軍家ゆかりの女性』財団法人
　
德川記念財団、二〇〇八年、四十七頁） 。
（７）

将軍の自筆画が「御道具」に含まれることは、太田尚宏「御数寄屋の道
具管理」 （竹内誠編『徳川幕府事典』東京堂出版、二〇〇三年、一二一～一二二頁）に、文久元年の事例から指摘されている。
（８）

狩野晴川院養信の経歴については、 『東洋美術大観五』 （審美書院、一九
〇九年） 、 「公用扣」 （東京国立博物館所蔵 和三五八九） 。狩野晴川院は、寛政八年七月二十六日、木挽町狩野家の当主狩野伊川院栄信の嫡男として生まれた。幼名を庄三郎、初め玉川と号し 文化十一 晴川と改号、文政二年には法眼となった。文政十一年父伊川院が亡くなるとその跡を襲 、天保五 十二月には法印に叙せられ 晴川院と号するようになった。本稿では、繁雑さを避けるため、時期にかかわらず「晴川院」の呼び名で統一する。

　
狩野晴川院が記した『公用日記』については、松原茂「奥絵師狩野晴川
院
　「公用日記」に見るその活動」 （ 『東京国立博物館紀要』第十七号、一
九八二年三月） 、池田宏「狩野晴川院『公用日記』 みる諸相」 （ 東京国立博物館紀要』第二十八号 一九九三年三月）を参照。本稿で東 国立博物館所蔵・狩野晴川著『公用日記』 （和三五 八―一～五十三 を引用する場合は、 『日記』と表記し、年月日を提示することでその典拠を示すこととする。なお、この史料の存在については、世田谷区立郷土資料館学芸員の武田庸二郎氏からご教示を得た。
（９）

筆頭については、尾本師子「幕府御用としての席画について」 （ 『学習院
大学人文科学論集』第十三号 二〇〇四年 注（
15） 、江口恒明「江戸後
期における幕府御絵師の名順と身分編成」 （武田庸二郎・江口恒明・鎌田
将軍姫君の絵画稽古と御絵師の役割
二九
り、宝暦十年に家治が将軍職を継承した後もそれが継続されたことを確認できる（前掲注（８） 『東洋美術大観五』三三七～三三八頁） 。
（
18）
訓練としての稽古について、例えば世子家祥が画題「流紅葉」の絵を習
得した事例は、天保七年『日記』三月八日条（以下、 『日記』の年月日のみ記す） ・同年同月十一日条・同年五月十三日条・同年六月八日条・同年同月十六日条。また、姫君の場合、例えば溶姫が画題「紅梅ニ 」の絵を習得した事例は、文政九年十月十八日条・同年十一月四日条・同年同月九日条。 【以上、事例Ａ】

　
絵画制作の指導としての稽古について、例えば家慶が世子家祥へ贈るた
めに画題「中寿老人（左松梅ニ鶴、右竹ニ鹿） 」の三幅対を描いた事例は天保七年七月十四日条・同年同月十七日条・同年八月十七日条・同年同月二十七日条・同年同月二十九日条・同年九月三日条。また、姫君の場合、例えば溶姫が家斉へ贈るために画題「中福禄寿（左右松ニ鶴、梅竹ニ鶴） 」の三幅対を描いた事例は、文政十年十月一日条 十一 二年同月十七日条。 【以上、事例Ｂ】
（
19） 『日記』に記録する上でも両者は区別されており、 「御清書」と書いた箇所に取消線を引いて「御認之御画」 （隈取りの指示を出 絵 文政
『日記』九月八日条） ・ 「御筆」 （ 「外江被進之由」の絵、天保七年『日記』十二月四日条）と訂正している箇所もある。
（
20）
前掲注（
18）事例Ａ。
（
21）
前掲注（
18）事例Ｂ。
（
22）
文政九年『日記』十一月四日・八日・九日・十二日・十七日・十八日・
二十二日・二十九日、十二月二日・五日・八 ・十二日 十七日・ 二日
各条。傍線が「御定 」で出仕した 、二重線が「御書溜御用」 、波線
が「御鬮御用」 （奥女中のためのくじ引きの景品としての画の作成）のために出仕した日である。
（
23） 『日記』では、家慶・家祥・家斉への「奥御用」が、 「御三御殿」の「奥御用」と表現されている（天保九年『 記』十一月十二日条） 。
（
24）
奥御用を勤めた日数とその内容を報告する例年の書類（毎年十一月作成、
「御用日数書」 「御用調」など）の提出先は、 「御絵番」 （文政十一年十一月十六日条、同年同月二十一日条など）あるいは「御小姓頭取」 （天保八年十一月八 など）である。また、西丸への出仕について「御絵番之御小納戸へ申談」ている事例が （文政十二年十二月二十九日条、以上、すべて『日記』 ） 。さらに、時代は降るが、小姓組番頭格御用取次見習・蜷川親寳が記した「安政二卯年
　
年番取扱覚」十二月二十六日条によると、将
軍家定附の御小姓頭取と七人の御小納戸役が「御絵番骨折相勤」 き褒賞をうけている（松尾美恵子・小宮山敏和「資料紹介「安政二卯年
　
年番
取扱覚」 」 『東京都江戸東京博物館研究報告』第 四号 〇〇八 三月） 。以上から、御小姓頭取と一部の御小納戸役には「御絵番」という役割が与えられており 絵師の奥 用を取り扱っ たこと 知り得 。
（
25）
例えば前掲注（
18）の家祥、家慶の事例をみると、稽古の各過程で御附
の御小姓頭取が取り次ぎをおこなっ いることが知り得る。
（
26）
例えば、晴川院が家慶・家祥・家斉の「奥御用」を勤めていた天保十年
の事例をみると、家慶分は同年『日記』十二月二 六日条に「例年之通拝領物」とあり、家祥分・家斉分も同年『日記』同 七被下」 ・ 「例年之通被下」と書 れている。
（
27）
溶姫の事例では、家斉附御小納戸頭取の申し達しで（文政九年『日記』
十二月八日条、文政十年『日記』十一月二十七日条） 、有君の事例では、家慶附御小姓頭取の申し達しで（天保九年『日記』十二月二十六日条など）下賜品が下されている。
（
28）
家祥の事例では、彼に対する「奥御用」が晴川院へ仰せ付けられたのは、
天保九年四月十六日である（同年『日記』同月日条） 。それ以前、つまり内々御用の段階では、家祥附の御小姓頭取が家祥分の奥御用を管轄し（天保八年『日記』十一 八日条） 、下賜品 申し達しをおこなっている（同年『日記』十二月二 五日条） 。一方、家祥附の御目付から晴川院へ家祥の奥御用も勤めているか うかと問い合わせがあった折は 附の御小
三〇
（
37）
天保十二年『日記』八月二十日条、同年『日記』十月十三日条。
（
38）
天保十二年『日記』十二月二十七 。
（
39）
天保十四年『日記』十月一日条。
（
40）
前掲注（９）尾本論文。
（
41）
天保九年『日記』二月二十九日条。
（
42） 「天保雑記
　
第五十一冊」 「四六」 （ 『天保雑記（三） 』汲古書院、 一九八三
年、五〇五頁） 。
（
43） 「○天保五年十月五日、於御前、御懸物拝見、紀州故御廉中種姫と称す、浚明院様、御絵の御弟子能遊ばし候と、御話有之、飛鳥井と申奥女中、其頃御附にて拝戴之由、此度献上致度願に付右 絵今日御覧也」 （出典は前掲注（
13）に同じ） 。
（
44）
上野洋三校注『松蔭日記』 （岩波文庫、二〇〇四 ）二一六～ 一七頁。
（
45）
佐藤豊三「将軍家「御成」について （八） ―徳川将軍家の御成
　
その三―
　
徳川幕府安定期の 成」 （ 『金鯱叢書』第十一輯、一九八四年六月） 。
（
46）
前掲注（
15） 『徳川諸家系譜
　
第一』一〇〇頁。
（
47）
文政十年『日記』十一月十二日条。
（
48）
文政十年『日記』九月六日条。
（
49）
文政十年『日記』九月八日条。
（
50）
天保七年『日記』十二月四日条。
納戸頭取と御側御用取次の指示により、家祥の奥御用は勤めていない旨の回答をしている（天保八年『日記』八月十八日条、同十九日条） 。
（
29）
溶姫の場合、文政十年十一月二十七日に加賀前田家へ移徙し、その後す
ぐに晴川院による御書初 手本提出（同年『日記』十二月二十一日条） 、御書初拝見（文政十一年『日記』一月七日条）があ 「御清書拝見」 （文政十一年『日記』八月二十六日条）がおこなわれている。末姫の場合、天保四年 月十五日に広島藩浅野家へ移徙し、そ 後天保十年二月五日に晴川院へ「御手本」の差し上げが命じられて稽古が始まった（前掲注（
15）参照） 。
（
30）
溶姫の場合、例えば前掲注（
29）文政十一年『日記』八月二十六日条の
「御清書拝見」の事例では、江戸城本丸にて、家斉附御小姓頭取長谷川留五郎の取扱でおこなわれている。末姫の場合、例えば前掲注（
29）天保十
年の事例では、最初の御手本の申し達しは家斉附の御小納戸頭取がおこなっているが（同年『日記』二月五日条） 、 「御清書拝見」は、晴川院が家斉の奥御用をおこなうために西丸へ出仕 た「御定日」 家斉附の御小姓頭取の取り次ぎで われている（同年『日記』三月十七日条など） 。
（
31）
溶姫の事例をみると、家斉が本丸に居住していた文政十一年には、本丸
御用の「御絵御用数」 なかに「一溶姫君様御手本
　
十五枚」とある（文
政十一年『日記』十一月二十一日条）のに対し、家斉が西丸に移って後天保八年の場合は、 「西丸 調」の かに「一溶姫君様御手本二幅対彩色弐通」と書かれている（同年『日記』十一月八日条） 。
（
32）
尾本師子「江戸幕府御絵師の身分と格式」 （ 『学習院大学哲学会誌』二
六号、二〇〇二年五月） 。
（
33）
溶姫の事例では、例えば文政十一年『日記』十二月二十二日条、天保七
年『日記』十二月二十九日条。
（
34）
文政十一年『日記』八月二十五日条。
（
35）
深井雅海『図解・江戸城をよむ』 （原書房、一九九七年）一八 頁。
（
36）
天保七年『日記』七月十四日条。
